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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 7日 (2005.6.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ｉ ） ソ ッ リ ド ス テ ー ト デ バ イ ス の 副 集 成 部 品 と 、
　 （ ii） 導 電 性 金 属 か ら 形 成 さ れ 且 つ 副 集 成 部 品 内 で デ バ イ ス を 接 続 す る 金 属 配 線 と 、
　 （ iii） 導 電 性 金 属 を 覆 っ て 形 成 さ れ 且 つ 孔 を 含 有 す る 多 孔 質 誘 電 体 層 と 、
　 （ iv） 多 孔 質 誘 電 体 層 内 に 形 成 さ れ た 相 互 接 続 開 口 部 と 、
　 （ ｖ ） 相 互 接 続 開 口 部 内 で 多 孔 質 誘 電 体 の 孔 を 被 覆 す る 封 止 誘 電 体 層 と 、
　 （ vi） 相 互 接 続 開 口 部 内 の 金 属 拡 散 バ リ ア と
　 を 有 し 、 前 記 封 止 誘 電 体 層 が 、
　 （ １ ） Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は １ ０ ～ ５ ０ の 値 を 有 し 、 ｙ は １ ～ ６ ６ の 値 を 有 し 、
ｚ は ０ ． １ ～ ６ ６ の 値 を 有 し 、 ｘ ＋ ｙ ＋ ｚ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ る ） ；
　 （ ２ ） Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ０ ～ ３ ３ の 値 を 有 し 、 ｂ は １ ～ ４ ０ の 値 を 有 し
、 ｃ は １ ～ ６ ６ の 値 を 有 し 、 ｄ は ０ ． １ ～ ６ ０ の 値 を 有 し 、 ａ ＋ ｂ ＋ ｃ ＋ ｄ ≧ ９ ０ 原 子 ％
で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ る ） ； 又 は
　 （ ３ ） Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ０ ～ ３ ３ の 値 を 有 し 、 ｆ は １ ～ ５ ０ の 値 を 有 し
、 ｇ は １ ～ ６ ６ の 値 を 有 し 、 ｈ は ０ ． １ ～ ６ ０ の 値 を 有 し 、 ｅ ＋ ｆ ＋ ｇ ＋ ｈ ≧ ９ ０ 原 子 ％
で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 、 Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ る ）
　 か ら 選 択 さ れ る 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は １ ０ ～ ５ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｙ は １ ～
６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｚ は ０ ． １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｘ ＋ ｙ ＋ ｚ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で
あ る ） で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は ２ ５ ～ ３ ５ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｙ は ３ ０
～ ４ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｚ は ２ ５ ～ ３ ５ 原 子 ％ の 値 を 有 す る ） で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の
集 積 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】



　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｂ は １
～ ４ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｃ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｄ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値
を 有 し 、 ａ ＋ ｂ ＋ ｃ ＋ ｄ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ
る ） で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ８ ～ ２ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｂ は １
８ ～ ２ １ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｃ は ３ １ ～ ３ ８ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｄ は ２ ５ ～ ３ ２ 原 子 ％ の
値 を 有 す る ） で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｆ は １
～ ５ ０ の 値 を 有 し 、 ｇ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｈ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し
、 ｅ ＋ ｆ ＋ ｇ ＋ ｈ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ る ） で
あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 封 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ８ ～ ２ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｆ は １
～ ５ ０ の 値 を 有 し 、 ｇ は ３ １ ～ ３ ８ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｈ は ２ ５ ～ ３ ２ 原 子 ％ の 値
を 有 す る ） で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 多 孔 質 誘 電 体 層 が 、 １ ０ ～ ６ ０ ％ の 全 空 隙 率 を 有 し 、 孔 間 の 連 結 性 が ０ ～ １ ０ ０ ％ の 間
で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 金 属 拡 散 バ リ ア が 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ａ Ｎ 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｗ Ｎ 、 Ｗ Ｃ Ｎ 又 は そ れ
ら の 組 合 せ か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 金 属 配 線 が 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 金 又 は 超 伝 導 体 か ら 製 造 さ れ る 請 求 項 １ に
記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 相 互 接 続 開 口 部 が 側 壁 を 有 し 、 封 止 誘 電 体 層 が 相 互 接 続 開 口 部 の 側 壁 上 に あ る 請 求 項 １
に 記 載 の 集 積 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 部 、 下 部 及 び 側 壁 を 有 す る 相 互 接 続 開 口 部 内 で 、 多 孔 質 層 間 誘 電 体 の 孔 を 被 覆 及 び 封
止 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ Ａ ） 相 互 接 続 開 口 部 に 封 止 誘 電 体 層 を 形 成 す る こ と ；
　 （ Ｂ ） 相 互 接 続 開 口 部 の 上 部 及 び 下 部 か ら 封 止 誘 電 体 を 除 去 す る こ と ；
　 （ Ｃ ） 少 な く と も 封 止 誘 電 体 層 を 被 覆 し て い る 相 互 接 続 開 口 部 に 金 属 拡 散 バ リ ア を 形 成
す る こ と ；
　 を 含 み 、 前 記 封 止 誘 電 体 層 が 、
　 （ １ ） Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は １ ０ ～ ５ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｙ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％
の 値 を 有 し 、 ｚ は ０ ． １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｘ ＋ ｙ ＋ ｚ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ る ） ；
　 （ ２ ） Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｂ は １ ～ ４ ０ 原 子
％ の 値 を 有 し 、 ｃ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｄ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ａ
＋ ｂ ＋ ｃ ＋ ｄ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ る ） ； 又 は
　 （ ３ ） Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｆ は １ ～ ５ ０ 原 子
％ の 値 を 有 し 、 ｇ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｈ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｅ
＋ ｆ ＋ ｇ ＋ ｈ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ る ）
　 か ら 選 択 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は １ ０ ～ ５ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｙ は １ ～
６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｚ は ０ ． １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｘ ＋ ｙ ＋ ｚ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で
あ る ） で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ x Ｃ y ： Ｈ z （ こ こ で ｘ は ２ ５ ～ ３ ５ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｙ は ３ ０
～ ４ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｚ は ２ ５ ～ ３ ５ 原 子 ％ の 値 を 有 す る ） で あ る 請 求 項 １ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｂ は １
～ ４ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｃ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｄ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値
を 有 し 、 ａ ＋ ｂ ＋ ｃ ＋ ｄ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ
る ） で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ a Ｏ b Ｃ c ： Ｈ d （ こ こ で ａ は １ ８ ～ ２ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｂ は １
８ ～ ２ １ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｃ は ３ １ ～ ３ ８ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｄ は ２ ５ ～ ３ ２ 原 子 ％ の
値 を 有 す る ） で あ る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ０ ～ ３ ３ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｆ は １
～ ５ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｇ は １ ～ ６ ６ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｈ は ０ ． １ ～ ６ ０ 原 子 ％ の 値
を 有 し 、 ｅ ＋ ｆ ＋ ｇ ＋ ｈ ≧ ９ ０ 原 子 ％ で あ り 、 Ｃ ／ Ｓ ｉ ＜ ０ ． ５ 及 び Ｈ ／ Ｃ ＞ ０ ． ５ で あ
る ） で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 止 誘 電 体 層 が 、 Ｓ ｉ e Ｎ f Ｃ g ： Ｈ h （ こ こ で ｅ は １ ８ ～ ２ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｆ は １
～ ５ ０ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｇ は ３ １ ～ ３ ８ 原 子 ％ の 値 を 有 し 、 ｈ は ２ ５ ～ ３ ２ 原 子 ％ の 値
を 有 す る ） で あ る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 多 孔 質 誘 電 体 層 が 、 １ ０ ～ ６ ０ ％ の 全 空 隙 率 を 有 し 、 孔 間 の 連 結 性 が ０ ～ １ ０ ０ ％ の 間
で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 金 属 拡 散 バ リ ア が 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ａ Ｎ 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｓ ｉ Ｎ 、 Ｗ Ｎ 、 Ｗ Ｃ Ｎ 又 は そ れ
ら の 組 合 せ か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
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